
舳

は

じ

め

に

中

国

で

見
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泥
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地

ウ

ェ
バ
ー

日

本
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辻 梅

井 田

達 安

一 治

中

国

今
年
七
月
、
中
国
東
北
地
方

の
泥
炭
地
を
見
学
し
た
り
、
研
究
者
た
ち
と
討
議
す
る
機
会

を
も

つ
こ
と
が

で
き
た
。
中
国

の
泥
炭
地
に
関
す
る
情
報
は
あ
ま
り
明
確
な
も

の
は
な
か

っ

た
が
、

一
九
八
○
年
ア
メ
リ

カ
の
ダ
ル
ー

ス
で
開
催
さ
れ
た
国
際
泥
炭
学
会

に
東
北
師
範
大

学

の
柴

曲
氏

の
発
表
さ
れ
た

..「
①
象

ぎ

0
7
ぎ
9
..
で
、
そ

の
ほ
ぼ
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
と
言

っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

中
国

の
泥
炭
地
は
表
層
泥
炭
地

(
一
般
的
泥
炭
地

)
が
三
四
八
万
㎞
、
埋
蔵
泥
炭
地
が
六

八
万
㎞
、
そ

の
面
積
の
総
計
は
四

一
六
万
㎞
に
な
る
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
は
中
国
全
面
積
の

○

・
四
五
%
に
相
当
す

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
泥
炭

の
量
と
し
て
は
約
二
七
〇
億
ト

ン
で
、

そ

の
う

ち
約
八
○
%
は
表
層
泥
炭
地
、
約

二
〇
%
は
埋
蔵
泥
炭
地
と
み
ら

れ
て
い
る
。

中
国
で
は
泥
炭

・
泥
炭
地
の
分
類
は
ウ

ェ
バ
ー
の
生
成
過
程

に
よ
る
分
類
を
用

い
る

の
が

一
般
的

の
よ
う

で
あ
る
。

こ
の
分
類
は
日
本

で
も
明
治
以
来
、
北
海
道
農
試
を
は
じ

め
と
し

て
多
く
用

い
ら

れ
て
い
る
方
法

で
あ
る
が
、
中
国
で
は
必
ず
し
も
生
成
過
程
に
従

っ
た
分
類

で
は
な
く
、
属
性

で
あ
る
構
成
植
物
、
さ
ら
に
は
土
砂

の
含
有
量
も
加
味
し
て
考
え

て
い
る

よ
う

で
あ
る
。

ウ

ェ
バ
ー
が
対
象
と
し
た
泥
炭
地

は
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
け
る
も
の
で
あ

っ
た
。
北
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⊂
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磯
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高
位
泥
炭
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高
位
泥
炭
地

中
間
泥
炭
地

中
位
泥
炭
地

低
位
泥
炭
地

低
位
泥
炭
地

海
道

の
泥
炭
地
も
こ
れ
に
類
似
し
た
も
の
が
多
く
、
こ
れ
に
な
ら

っ
た
分
類
を
し
て
き
て

い

る
が
、
実
際
に
は
属
性

で
あ

る
構
成
植
物

に
よ

っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
位
泥
炭
と
し
て

は

ミ
ズ
ゴ
ケ

・
ホ

ロ
ム
イ
ス
ゲ

・
ツ
ル
コ
ケ
モ
モ

・
ホ

ロ
ム
イ
ソ
ウ
な

ど
、
中
間
泥
炭

は
ワ

タ

ス
ゲ

・
ヌ
マ
ガ
ヤ
な

ど
、
低
位
泥
炭

と
し
て
は
ヨ
シ

・
ス
ゲ

・
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
を
指
標
構

成
植
物

と
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
中
国

の
研
究
者
と
の
間

に
若
干
の
論
議

の
残

さ
れ
た
部
分
も
あ

っ
た
が
、

ほ
ぼ

一
致
し

て
い
る
と
み
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

た
だ
、
高
位

・
中
位

・
低
位
泥
炭
は
、
そ
の
泥
炭
地

の
あ
る
位
置
指
標
に
よ

っ
て
分
け
ら

れ
る
と
の
論
議
も
あ

っ
た
。

こ
れ
は
そ
の
地
形
、
河
川
形
状
な
ど
か
ら
標
高
の
低

い
所

に
あ

る
泥
炭
地
は
河
川
洪
水
な

ど
に
よ
る
多
量

の
土
砂
流
入

が
あ
る
た
め
低
位
泥
炭

の
ご
と
く
な

り
、
高

い
所
に
あ

る
泥
炭
地

が
気
候
的

に
も
貧
栄
養
状
態

で
高
位
泥
炭
地
を
形
成
す
る
た
め

の
結
果

と
み
る
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
論
議

で
は
中
間

(
中
位
)
泥
炭
の
位
置

づ
け
が
明
確
で
な
く
な

る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
土
砂
の
混
入
量
に
よ

っ
て
こ
れ
ら

の
区
分
を
す

る
論
議
も
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
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囮 高位泥炭

□ 中間泥炭

■■■ 低位泥炭
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結
果
的
に
は
可
能
性
は
あ

る
が
、
本
質
論
と
は
な
り
え
な

い
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ

ら
の
分
類
法

の
整
合
性

と
は
別
に
、
中
国
に
お

い
て
は
泥
炭

の
実
用
的
分
類
法
と
な
り
う

る

か
も
し
れ
な

い
。

こ
れ
ら
の
分
類
法
は
、
泥
炭
を
土
地
資
源
と
し

て
の
み
で
な
く
、
各
種
加
工
材
料

の
資
源

と
し
て
の
活
用
を
考
え
て

い
る
中
国
に
と

っ
て
は
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

中
国
東
北
地
方
の
泥
炭
地

中
国
東
北
地
方
の
気
象
条
件
に

つ
い
て
、
長
春
を
代
表
点

と
し

て
み
る
と
、
年
降
水
量

は

約
七
〇
〇
ミ
リ
、
年
平
均
気
温
が

一
～
二
℃
、
降
水
量
は
夏

に
多
く
、
冬
に
少
な

い
。

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド
よ
り
夏
は
高
温

で
降
水
量

が
多
く
、
冬
は
若
干
低
温

で
降
水
量
が
少
な
く
、
年
間

を
通
し
て
や
や
高
温
乾
燥
状
態
で
は
あ
る

が
、
変
動

パ
タ
ー

ン
と
し

て
は
類
似
し
て
い
る
。
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地
形
条
件
と
し
て
は
、
他

の
地
域
に
比
較
し
て
標
高

の
低

い
と
こ
ろ

の
泥
炭
地
は
地
表
水

の
流
入
が
多

い
よ
う

で
あ
る
。
そ

の
結
果
と
し
て
土
砂

の
流
入
が
あ
り
、
低
位
泥
炭
地

の
ご

と
き
様
相
を
示
す

よ
う

に
な
る
。
す

な
わ
ち
泥
炭
地

と
し
て
発
達
し
て
も
、
絶
え
ず
栄
養
分

の
供
給
が
な
さ
れ
る
た
め
、
高
位
泥
炭
地
な
ど

へ
の
遷
移
が
あ
ま
り
顕
著
に
認
め
ら
れ
な

い

の
で
あ

ろ
う
。

ま
た
、
土
砂

の
混
入
は
分
解
を
進
行
さ
せ
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
泥
炭

の
・王
た

る
性
質
は
土
砂

の
含
有
量

に
左
右
さ
れ
て
い
る
と
み
て
も
良

い
で
あ
ろ
う
。

い
ま
、
泥
炭
地

の
分
布
に

つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
大
興
安
嶺
、
小
興
安
嶺
か
ら
三
江
平
原
、

そ
し

て
大
興
安
嶺

の
内
部
か
ら
内
蒙
古
高
原
の
東
部
境
界
線

の
山
脈
に
か
け

て
多

い
。
大
興

安
嶺

と
小
興
安
嶺
北
部
は
永
久
凍
土
で
あ
る
。
地
形
的
に
は
、
谷
は
広
く
川
は
蛇
行
し
て

い

る
。

と
く

に
三
江
平
原
は
低
平
地
で
、
河
川
は
蛇
行

が
著
し
く

、
水
位
も
高
く
、
排
水
が
困

難

で
湛
水
状
態
が
続

い
て
い
る
。
湿
潤
指
数

一
以
上
と

い
う
状
態
は
泥
炭
の
堆
積
発
達
に
有

利

で
あ
り
、
谷
の
く
ぼ
み
、
古

い
川
筋
、
湖
な
ど
ば
か
り
で
な
く
、
平
坦
地
、
ゆ
る
や
か
な

傾
斜
地

か
ら
火
山
性
台
地
に
ま
で
も
泥
炭
地
を
形
成
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
ら

の
泥
炭
地

の
大
部
分
は
低
位
泥
炭
地
で
あ
り
、
中
間

・
高
位
泥
炭
地
は
北
部
地
域
、

大

興
安
嶺
、
小
興
安
嶺

の

一
部
に
分
布
し
て

い
る
よ
う

で
あ

る
。
長
白
山
で
は
標
高
八
○
O

m
の
火
山
性
台
地
に
の
み
分
布
し
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
、
河
川
周
辺

の
も

の
と
し
て
は
松

花
江
の
主
流
と
支
流
、
牡
丹
江
と
轍

江
支
流

の
上
流
域
な
ど
に
分
布
し
て

い
る
。

全
体
的

に
北
部

か
ら
南
部
に
か
け

て
泥
炭
分
布

の
面
積
割
合

は
減
少
し
、
泥
炭
層

の
厚
さ

は
増
加
し

て
い
る
。
大
興
安
嶺
と
小
興
安
嶺
で
は
平
均
厚
さ
約
○

・
五

m
、
最
高
約
三

m
、

三

江
平
原

で
は
平
均

一
～

一
・
五

m
、
最
高
六

m
、
長
白
山
で
は
平
均

一
～
二

m
、
最
高
九

m
と
さ
れ

て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
局
所
的
条
件

に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

泥
炭
の
利
用

泥
炭

の
各
種
利
用
は
、
世
界
各
国

で
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
。

燃
料
と
し
た
り
、
ブ

ロ

ッ
ク
状

に
切
り
出
し
て
建
築
資
材
に
し
た
り
し
て
き

て
い
た
。
ま
た
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の

一
部

で
は
、
泥
浴

の
材
料
と
し
て
治
療
浴
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
て
い
る
。

第

一
次
世
界
大
戦
後

ド

イ
ツ
を
中
心
と
し

て
多
く
活
用
さ
れ
、
各
種
薬
品
材
料
か
ら
、
脱
脂
綿

の
代
用
品
の
原
料

に
ま
で
な

っ
た
時
期
が
あ

っ
た
。
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わ
が
国

で
は
、
以
前
か
ら
泥
炭
地
周
辺
で
は
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
、
第

二
次
世

界
大
戦
後

の

一
時
期

に
は
建
築

用
断
熱
材

の
原
料
な
ど
に
な

っ
て

い
る
。
梱
包
用
充
填
材
と

し
て
も
利
用
さ
れ
た
り
し
た
。

現
在

で
は
、
施
設
園
芸
に
お
け
る
床

土
材
と
し
て
、

一
般
圃

場
、
苗
床
、
ゴ

ル
フ
場
な
ど

の
土
壌
改
良
材
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、

各

種
の
加

工
を
し
て
利
用
す
る
も
の
は
石
油
工
業

の
二
次
、
三
次
産
品
に
置
き
換
え
ら
れ
て

し
ま

い
、
泥
炭

の
原
型
に
近

い
泥
炭
な
ら

で
は
の
性
質
を
活
用
し
た
も
の
が
、
現
在
も
利
用

さ
れ
て

い
る
と
言

っ
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

北
欧

、
ソ
連
、
カ
ナ
ダ
な
ど
泥
炭

が
大
量
に
生
産
さ
れ
る
地
域

で
は
、
泥
炭
を
燃
料
と
し

た
多

く
の
火
力
発
電
所

が
建
設
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
農
業
用
と
し
て
も
多
く
利
用
さ
れ
、

さ
ら
に
は
油

の
吸
着
材
と
し
て

の
活
用
な
ど
が
な
さ
れ
て

い
る
の
が
現
況
で
あ

る
。

中
国
で
は
農
村
地
域

で
泥
炭

に
家
畜
の
ふ
ん
尿
を
混
合
熟
化
さ
せ
て
、
肥
料

・
土
壌
改
良

材
と
し
て
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
燃
料
と
し
て
も
多
く
利
用
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ

る
。
さ
ら
に
各
種
薬
品

・
肥
料
な
ど

の
原
料

と
し
て
、
か
な
り
の
加
工
処
理
利
用
が
な
さ
れ

て
い
る
。

い
ま
、

こ
れ
ら
の
材
料
と
な
る

一
次
産
品

の
例

と
し
て
、
吉
林
省
較
河
県

の
泥
炭

を
粉
砕
し
た
も
の
の
性
質
に

つ
い
て
み
る
と
、

1
、

吸

湿
水

2
、

灰

分

3
、

冒
=

4
、

遊

離
腐

植

酸

5
、

有

機

物

6
、

全

窒

素

7
、

全

燐

(
℃
・O
・
)

8

、
全

カ

リ

ウ

ム

(
区
N
O
)

9

、
塩

基
工父
換
容

量

〈

一
四
%

〈

二

八
%

約

五

・
六

▽

四

〇

%

〉

七

〇

%

∀

二

9
/

一
〇

〇

9

∀

○

・
二

9
/

一
〇

〇

q
・

∀

○

∴
二

9
/

一
〇

〇

9

八

○
認

/

一
〇

〇

9

と

い
う
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て

い
て
、
主
な
る
用
途

と
し
て
は
農
業
関
係
で
は
土
壌
改
良
、

水
稲
の
温
冷
床
土
、
野
菜
な
ど
経
済
作
物

の
温
床

土
、
苗
木
の
鉢

の
材
料
、
き
の
こ
栽
培
床

の
肥
料
の
吸
着
剤
、
複
合
肥
料

の
原
料
と
す

る
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
か
ら

つ
く
ら
れ
る
も

の
の

一
つ
に
腐
植
酸
塩

の
減
水
剤

が
あ
る
。

こ
れ
は

コ
ン
ク

リ
ー

ト
に
加
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
使
用
水
量
を
少
な
く
し
な
が
ら

ワ
ー
カ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
、

労
働

を
減
軽
す

る
と
と
も
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
抗
凍
結
性
、
抗
浸
透
性
を
高

め
る
と
さ
れ
て

い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
泥
炭

の
利
用
は
未

だ
手
懸
け
ら
れ
た
ば
か
り

で
あ
り
、
牛
の
飼
料
と

し
て
の
利
用
な
ど
に
大
き
な
興
味
を
示
し
た
り
、
ま
た
、
ウ
ィ
ス
キ
ー

(威
士
忌
)
製
造
な

ど
に
対
す
る
関
心
も
か
な
り
あ

る
よ
う

に
み
う
け
ら
れ
た
。

中
国
の
泥
炭
地
の
利
用

中
国
東
北
地
方

で
の
泥
炭
地

の
利
用
は
解
放

二

九
四
九
年
)
後
積
、極
的
に
す
す

め
ら
れ

て
き
た
。

と
く
に
、
最
近

「
土
壌
保
全
法
」
が
制
定
さ
れ
、
傾
斜
地
の
開
発
利
用
が
き
わ
め

て
む
ず

か
し
く
な

っ
て
き
た

の
で
、
平
坦
部
で
あ

る
泥
炭
地

の
開
発
は
今
後

一
層
す
す

め
ら

れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
食
糧
増
産
を
大
き
な
課
題
と
し
て

い
る
中
国
で
は
、
開
発
農
地
造
成

に
よ
る
耕
地
面
積

の
拡
大

と
と
も
に
、
既
耕
地

の
改
良
、
営
農
技
術

の
改
善
な
ど
に
よ
る
生

産

の
増
大
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

一
般
的
に
吉
林
省
で
実
施

さ
れ

て
い
る
泥
炭
地

の
農
地
造
成
改
良
方
法
に

つ
い
て
み
て
み

よ
う
。

1
・
小
排
水
渠
方
式

ま
ず
幹
線
排
水
路
を
堀
削
す

る
。

こ
れ
は
上
幅

二
～
三

m
、
溝

の
深
さ
は

一
～

一
.
六

m

で
泥
炭
層

の
下
の
鉱
質
土
層
に
ま

で
達
し
て

い
る
。
底
幅

は

一
～

一
・
五

m
で
あ
る
。

こ
れ

に
直
交

さ
せ
て
支
線
渠
を
堀
る
が
、
そ

の
間
隔
は

一
般
的
に
五
〇
、

一
〇
〇
、
一
五
〇

m
で
、

上
幅
は

一
m
、
深
さ

・
底
幅
は
○

・
五

m
で
あ
る
。
支
線
渠
が
密

に
設
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

は
排
水
後
二
年
で
耕
作

が
可
能
に
な
る
と
さ
れ
て

い
る
。
地
下
水

の
流
入
の
多

い
斜
面
下
な

ど
に
は
等
高
線

に
そ

っ
て
承
水
路
を
設
け

て
、
地
下
水

の
供
給
を
断

つ
よ
う

に
す
る
。

こ
れ

は
水
田

へ
の
冷
水

の
流
入
を
防
止
す
る
効
果
も
あ
る
と
し
て

い
る
。

2
・
焼
畑
浸
水
方
式

火
入
れ
を
し
、
耕
起
し
た
後

に
湛
水
す

る
方
法

で
、
安
図
県
万
宝

郷
で
採
用
さ
れ
た
。

こ
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の
地
域

の
泥
炭

の
厚
さ
は
三
〇

㎝
程
度
で
あ
る
が
、
排
水
不
良

の
状
態
で
あ

る
。
水
稲
は
生

長
す
る
が
結

実
が
十
分

で
な

い
。
す
な
わ
ち

"貧
青
不
結
実
"
と
呼
ば
れ
る
青
立
ち
状
態
を

繰
り
返
し
て

い
る
と
い
い
、
窒
素
過
多
に
よ
る
も
の
と

み
う

け
ら
れ
た
。

3
・
大
畦
熟

化
方
式

排
水
を
す
す

め
た
後

に
大
き
な
畦
を
作
り
、
泥
炭
を
熟
化
し
た
数
年
後
に
水

田
に
改
造
す

る

方
法
で
あ

る
。

一
般
的
に
大
畦

の
幅
は

一
～

一
・
五

m
、
高
さ
は
○

・
二
五
～
○

・
四
〇

m

で
、
畦
の
間

の
幅
は
○

・
五

m
と
さ
れ
た
。
水

田
に
改
造
す
る
前
に
キ

ャ
ベ
ツ
と
大
豆
を
栽

培
し
た
と
き
、
キ

ャ
ベ
ツ
は
十
分
収
穫
さ
れ
た
が
、
大
豆
は
結
実
す
る

こ
と
が
な

か
っ
た
。

紆
蘭
県

で
は
こ
の
方
法
に
よ

っ
て
多
く

の
水
田
が
造
成
さ
れ
、
良

い
結
果
を
得

て
い
る
よ
う

で
あ

っ
た
が
、

一
部

の
土
砂
混
入
量
の
少
な

い
地
域
で
は
、

こ
の
数
年
来
放

置
さ
れ
た
ま
ま

で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
水
田
跡
地
が
散
見
さ
れ
た
。

4
・
客
土

・
深
耕
方
式

排
水
を
行

っ
た
後
に
谷
地
坊
主
な
ど
を
除
去
し
て
地
表
面
を
平
坦
に
し
、
泥
炭
層

の
厚
さ

に
応
じ
て
客
土
を
行

い
、
耕
起
す
る
方
法

で
あ

る
。

い
ま
、
泥
炭
層

の
厚
さ
が
三
〇

～
六
〇

㎝
で
は
二
回
、
秋
起
し
は
三

～
四
回
で
、
五
年
後

に
は
泥
炭
土
と
客
土
が
均

一
に
混
合
す
る
よ
う

に
な
る
。
泥
炭
層
が
六
〇

㎝
以
上

の
圃
場

で

は
必
要
客
土
量
も
多
く
な
ゆ
、
客
土
五
回
、
秋
起
し
五

～
六
回

で

一
応
均

一
に
な
る
。

収
量
的
に
は
初
期
は
少
な

い
が
、
客
入
土
が
安
定
す
る
と
と
も
に
収
量
も
安
定
し
て
く
る
。

し
か
し
、
泥
炭

の
軟
弱
な
と
こ
ろ

で
は
、
夏

の
高
温
期
に
水
田
が
浮
き
上
が
り
"水
稲
乗
船

"

と
よ
ば
れ
る
状
態

に
な

っ
て
し
ま
う
と

い
う
。

こ
れ
ら

の
造
成
改
良
方
式
に
は
そ
れ
ぞ
れ
長
短
も
あ
る
が
、
泥
炭
層
が
薄
く
、
土
砂

の
含

有
量

の
比
較
的
多

い
と
き
は

い
ず
れ
も
効
果
的

で
あ
る
が
、
泥
炭
層

が
厚
く
な
り
土
砂
含
有

量

が
少
な
く
な
る
と
、
多
く

の
問
題
を
生
ず

る
よ
う
で
あ
る
。

一
般
的
に
泥
炭
地

の
農
地
造
成

に
あ
た

っ
て
は
、

「
排
水
」

「
客
土
」

「
カ
リ
」

が
必
要

で
あ

る
と
さ
れ
て

い
る
。
人
力
を
・王
な
る
投
入

エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
農
地
造
成
を
す
す

め
て

行
く
こ
と
の
困
難
さ
は
、
北
海
道

の
泥
炭
地
開
発
の
歴
史
が
示
し
て

い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

北
海
道

で
も
明
治
以
来
多
く

の
労
力
を
投
入
し
て
き

た
が
、
著
し
く
進
ん
だ
の
は
そ
の
蓄
積

に
加
え

て
、
第
二
次
大
戦
後

の
機
械
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

排
水

に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
圃
場
内
を
暗
渠
排
水
に
よ
り
十
分
排
水
可
能
に
す
る

こ
と

が
必
要

で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
幹
線
排
水

の
整
備
、
さ
ら
に
は
河
川
の
改
修
整
備
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は

一
朝

一
夕

に
な
る
も

の
で
は
な

い
。

そ
し
て
個

々
の

圃
場

の
改
善
改
良

の
た
め
に
、
き
わ
め
て
広
域

に
わ
た
る
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
必
要

な
の
で
あ
る
。

農
業
を
す
す

め
て
行
く
う

え
で
、
個

々
の
農
民

の
努
力
、
資
質
な
ど
が
き
わ
め
て
重
要
な

の
は
当
然
で
あ
る
が
、
泥
炭
地
の
よ
う

に
条
件

の
悪

い
と
こ
ろ
を
農
地
造
成
し
て
行
く
よ
う

な
と
き
に
は
、
根
幹
施
設
が
そ
の
成
否
を
決
す
る
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

い
ま
、
大
き
く
発
展
し

つ
つ
あ
る
中
国

が
、
そ

の
平
坦
で
水
利
の
便
に
恵
ま
れ
た
泥
炭
地

の
開
発
に
当

っ
て
も
、
個

々
の
農
民

の
労
苦

が
十
分
に
成
果
を
発
揮
す
る
よ
う
願
う
と
と
も

に
、
開
発
に
ば
か
り
走
る
こ
と
な
く
、
き
わ
め
て
弱

い
自
然
生
態
系

の

一
つ
で
あ
る
泥
炭
地

の
保
全
に
も
十
分
配
慮
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
う

も
の
で
あ
る
。

(
*
北
大
農
学
部
助
教
授

・
農
学
部
農
業
工
学
科
)

(料

北
大
農
学
部
助
教
授

・
農
学
部
附
属
植
物
園
)
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